
 

 

【１】図のように，AB = ADであり，角 B + 角 D = 180度であるよう四角
形 ABCDがある。辺 BC上に CP = CDとなるよう点 Pをとったところ，角
BAPと角 ABPの大きさの比が 7：9になった。このとき，四角形 ABCDの角
Dの角度を求めよ。ただし，図は正確とは限らない。 
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【２】図の四角形 ABCDは角 A = 角 B = 90度の台形で，AB = AD， 
BC = 5 cm，角 C = 30度である。台形 ABCDの面積を求めよ。 
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